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✧ 災害軽減に向けた大雨警報と洪水警報の危険度分布の紹介 
 

 近年、地球温暖化の進展とともに極端現象の発生頻度が増加し、集中豪雨に伴う土砂災害や浸

水害、洪水害への対応が最重要課題の一つとなっています。気象庁では、大雨、洪水災害の軽減

に向け、警報・注意報の精度向上、精緻化の一環として、土壌雨量指数、流域雨量指数、表面雨

量指数を開発し、それらを警報・注意報の基準に用いています。さらに、より多くの方に適切に

防災行動をとってもらうため、わかりやすいプロダクトの開発を進め、2017年 7月に「危険度

分布」の運用を開始しました。全国の浸水の危険度、2 万余りの河川の洪水危険度が 1km メッシ

ュで算出されており、気象庁 HP(例えば洪水警報の危険度分布は

https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html)では、拡大表示により、河川名、町名まで

わかるような詳細な地図上で、自分の居るところの危険度が一目でわかるようになっています。 

 この度、流域雨量指数、表面雨量指数および危険度分布の開発に関して、「浸水害及び洪水害

の軽減に向けた技術開発と危険度分布情報の社会への提供に関わる功績」により 2018年度の日

本気象学会岸保・立平賞を、気象庁予報部予報課太田琢磨水害対策気象官とともに受賞する栄誉

にあずかりました。この機に、改めて危険度分布について紹介して、皆様のさらなる利用をお願

いしたいと考えています。 

 

〇なぜ指数が必要でしょうか 

 右の図は、大雨により、土砂災害、浸水害、洪水害のリスクが高まる様子の概略を示したもの

です。大雨が降ればそれぞれのリスクは高まりますが、災害が発生するような状況かどうかは、

その時降った大雨だけでなく、

過去の雨の状況やその地域の

地形、都市化率等により変わ

ってきます。また、洪水では、

上流の過去の雨の状況も災害

の発生に大きな影響を与えま

す。 

 洪水や土砂災害の予測に対

して実績のあるタンクモデル

を用いて、これらの要素、具

体的には過去から現在までの

1kmメッシュの雨、地質、傾斜、

都市化率を考慮してモデル化

し、従来の大雨警報、洪水警報の

精度を向上させたのが、土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指数、です。それぞれの指数の

値が何を意味するかについては、大雑把に、土壌雨量指数は、モデル斜面に浸み込んで土壌に溜

まっている雨量、表面雨量指数は土壌中に浸み込まずに、地表面から河川に流れこむ雨量(1時

間雨量)の 1/3.6(但し、傾斜の大きいところは、傾斜に応じて小さくなる) 、流域雨量指数は河

川流量の平方根と考えれば良いでしょう。 

 

〇危険度分布は予測情報です 

 「危険度分布」には、大雨警報、洪水警報の危険度分布および土砂災害警戒判定メッシュ情報

の三つがあります。それぞれ、表面雨量指数、流域雨量指数、土壌雨量指数および警報・注意報、

土砂災害警戒情報の基準をもとにして作成されています。 

 

 「危険度分布」のレベルは

平常時を含めるといずれも

5 段階に分かれており、下の

レベルから、平常、基準Ⅰ、

Ⅱ、Ⅲのそれぞれが予想され 

る場合、基準Ⅲが実況で解析 

 

危険度分布の基準と警報・注意報との関係 

基準Ⅲ 

土砂災害警戒情報の基準、または警報Ⅱ基準に対応 

(警報Ⅰより災害発生の確度が高い。過去 20年に災害のな

いメッシュでは、過去 20年の最大値を超える指数値) 

基準Ⅱ 警報Ⅰ基準に対応(従来の警報基準と同様の基準) 

基準Ⅰ 注意報基準に対応 

【降雨により災害発生の危険度が高まるメカニズム】 
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される場合、となっています。なお、基準

Ⅰ～Ⅲと警報・注意報、土砂災害警戒情報

との対応関係は表のようになっています。 

 

 

 右の図は、大雨警報の危険度分布の例で

す。平成 25 年 8月に大阪府を中心に降っ

た大雨で、900棟を超える家屋浸水が発生

しました。危険度分布では、大雨に加え「都

市部の低平地」でレベルが高くなっており、

浸水被害と同様の分布をしています。 

 

 

 

 また、右の図は、洪水警報の危 

険度分布の例です。平成 28 年台風

第 10号が東北地方に上陸したとき

の岩手県東部の岩泉町付近の各河

川の危険度を示しています。これ

は、16時 50 分の資料です。★は、

小本川流域で被害が発生した高齢

者施設の場所を示しています。こ

の付近では、18 時以降に河川の水

位が急激に上昇し、氾濫して大き

な被害が発生しました。 

 

 危険度分布にどれだけ先までの

予測が含まれているかは、三つの

危険度分布ごとに異なっており、

洪水警報が 3時間先まで、土砂災

害警戒判定メッシュが 2時間先ま

で、大雨警報が 1時間先まで、に

なっています。これらの情報は 10

分毎に更新されますが、いずれの

場合も防災対応に利用できる時間が短いので、特に、集中豪雨のように、短時間で発達し、記録

的な大雨となるような場合には、常時監視、迅速な対応が望まれます。 

 

 

〇支援センターから資料を配信しています 

 気象業務支援センターでは、それぞれの「危険度分布」を 10分毎に配信しています(詳細は当

センターのオンライン気象情報サイト http://www.jmbsc.or.jp/jp/online/online.htmlをご覧

ください)。この他、土壌雨量指数、流域雨量指数、表面雨量指数の 6時間先までの予測値も配

信しています。台風接近時のように降雨予測が数時間以上先まで見通すことができるような場合

には、より早めの防災対応の参考になりますので、これらも合わせてご利用ください。 

 

（試験部長 牧原 康隆） 

 

大阪府で 
住家浸水被

害が発生し
た市町村 

浸水害発生の危険度が 
高まっている地域を 
絞り込んで表示 

基準Ⅲにすでに到達
基準Ⅲに到達すると予想
基準Ⅱに到達すると予想
基準Ⅰに到達すると予想

【表面雨量指数の例(平成25年8月前線による大阪府の大雨)】 

JMA-HPより 

洪水警報等が発表された市町村内の、 

どこで危険度が高まっているかを確認。 

【流域雨量指数の例(平成 28年台風第 10号による洪水害) 】 

基準Ⅲにすでに到達
基準Ⅲに到達すると予想
基準Ⅱに到達すると予想
基準Ⅰに到達すると予想

★ 

JMA-HPより 


